
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
移動能力が低下する状態であるロコモティブシンドロームと身体活動の強度との関係を調
査しました。その結果、65 歳未満の女性では中～高強度の身体活動と座位時間が短いこと
が、65 歳以上の男性では高強度の身体活動が、ロコモティブシンドロームを予防する要因
として関連していました。このことから、息がはずむ運動や、さらに強度の高い運動を行
うことがロコモティブシンドロームの予防に有効である可能性が示されました。 
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